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チ
ェ
ー
ホ
フ
の
戯
曲
は
日
本
の
演
劇
史
上
に
不
可
欠
で
あ
る
。
過

去
十
年
間
、
『
桜
の
圏
』
、
「
か
も
め
』
、
『
三
人
姉
妹
』
と
「
ワ
ー

ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』
は
シ
ェ
ー
ク
ス
ビ
ア
の
戯
曲
同
様
に
、
世
界
の
舞

台
芸
術
に
お
け
る
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
戯
曲

は
、
日
本
で
も
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
い
。

上
演
す
る
劇
を
選
択
す
る
理
由
は
、
作
品
の
テ
ー
マ
と
関
連
し
て

い
る
。
『
か
も
め
」
、
『
桜
の
園
j

、
「
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
」
、
『
三
人

姉
妹
』
は
、
現
代
の
問
題
に
触
れ
る
大
規
模
な
劇
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
人
と
し
て
、
そ
し
て
創
作
者
と
し
て
の
自
己
決
定
の
問
題
や
、

人
間
が
自
分
の
人
生
を
い
か
に
見
つ
け
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
に

触
れ
て
い
る
し
、
過
酷
な
日
常
か
ら
脱
出
す
る
願
望
を
表
現
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
、
こ
の
四
つ
の
戯
曲
の
う

ち
、
特
に
『
か
も
め
」
と
「
三
人
姉
妹
』
に
お
い
て
よ
り
深
く
表
現

さ
れ
て
い
る
た
め
に
演
出
家
は
こ
の
二
つ
を
よ
り
頻
繁
に
上
演
し
て

は
じ
め
に

い
る
。新

世
代
の
演
出
家
か
ら
は
、
三
浦
基
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
浦
は
ロ

シ
ア
の
作
品
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
彼
が
率
い
る
劇
団

『
地
点
』
で
は
、
様
々
な
ロ
シ
ア
作
家
の
作
品
を
十
三
回
上
演
し
た
。

『
桜
の
圏
』
、
『
か
も
め
』
、
『
―
―
一
人
姉
妹
』
と
『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ

ん
』
は
、
繰
り
返
し
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
上
演
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
戯
曲
は
お
そ
ら
く
、
三
浦
基
の
演
出
で
最
も
驚

く
べ
き
作
品
で
あ
る
。
三
浦
の
演
出
で
は
テ
キ
ス
ト
の
断
片
を
使
っ

て
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
演
劇
が
作
ら
れ
、
独
自
の
美
学
を
確
立
し
た
。

劇
団
『
地
点
」
の
創
始
者
で
あ
る
三
浦
基
は
、
二

0
0
三
年
に

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品
を
初
め
て
手
が
け
、
『
三
人
姉
妹
』
を
上
演
し

た
。
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
ソ

ウ
ル
で
初
演
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
演
出
家
は
一

1
0
0
八
年
と
二

0
1

五
年
に
再
び
こ
の
戯
曲
を
上
演
し
た
。
し
か
し
、
三
浦
が
最
も
頻
繁

に
上
演
し
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
戯
曲
は
I

か
も
め
』
（
二
0
0
五
年
、
ニ

0
0
七
年
、
二
0
―
一
年
、
二
0
ー
ニ
年
、
二
0
一
三
年
）
で
あ
る
。
三
浦

は
ま
た
数
回
、
『
桜
の
固
』

(
=
1
0
0
七‘―

1
0
一
四
）
と
『
ワ
ー
ニ
ャ

イ
リ
ー
ナ
・
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
ン
チ
ャ
ン
カ

三
浦
基
の
上
演
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ホ
フ
戯
曲
の
い
く
つ
か
の
特
徴
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劇
場
と
舞
台
の
形
が
、
将
来
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
雰
囲
気
を
作

り
出
し
て
い
る
。
ス
タ
イ
ル
や
ト
レ
ン
ド
の
変
化
を
伴
う
劇
場
芸
術

の
発
展
の
歴
史
を
通
じ
て
、
劇
場
空
間
も
変
化
し
た
。
劇
場
の
現
代

空
間
は
閉
じ
た
空
間
で
あ
る
。
本
来
、
ど
ん
な
演
劇
も
野
外
で
開
催

さ
れ
て
い
た
。
古
代
の
劇
場
で
は
、
自
然
景
観
を
背
景
に
し
て
い

た
。
以
後
、
劇
場
の
ス
ペ
ー
ス
は
よ
り
閉
鎖
さ
れ
た
構
造
に
移
行
す

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
演
劇
界
や
外
部
の
分
離
が
ま
す
ま
す
強
調
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
演
劇
で
は
、
『
ボ
ッ

ク
ス
セ
ッ
ト
』
が
現
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
観
客

と
俳
優
は
明
確
に
分
か
れ
て
い
る
。

演
出
家
の
演
劇
が
登
場
し
た
二
十
枇
紀
に
は
、
多
く
の
演
出
家
が

独
自
の
舞
台
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
新
し
い
観
念

と
新
し
い
タ
イ
プ
の
舞
台
空
間
が
現
れ
た
。
た
と
え
ば
、
メ
イ
エ
ル

ホ
リ
ド
の
「
構
成
主
義
舞
台
」
、
ブ
ル
ッ
ク
の
「
何
も
な
い
空
間
」
、

一
、
舞
台
の
空
間
と
上
演
の
空
間

伯
父
さ
ん
』
（
二
0
0
七
年
、
二
0
一
四
年
、
二
0
一
八
年
）
の
上
演
を
演

出
し
た
。

三
浦
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
す
べ
て
に
は
、
演
出
家
の
主
な
概
念

を
明
ら
か
に
す
る
い
く
つ
か
の
基
本
要
素
が
あ
る
。
そ
れ
は
演
劇
の

空
間
と
俳
優
の
身
体
と
い
う
概
念
で
あ
る
。

ブ
レ
ヒ
ト
の
「
叙
事
演
劇
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

日
本
演
劇
で
は
、
新
し
い
空
間
形
式
の
探
求
が
一
九
七

0
年
代
に

最
も
顕
著
で
あ
り
、
「
ア
ン
グ
ラ
演
劇
」
が
出
現
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

唐
十
郎
の
「
赤
テ
ン
ト
」
で
、
鈴
木
忠
志
の
大
き
な
オ
ー
プ
ン
ス

(
1
)
 

ペ
ー
ス
で
あ
る
。

三
浦
基
と
劇
団
「
地
点
」
は
ま
た
、
自
分
の
劇
場
空
間
を
長
い
間

探
し
て
い
た
。
二

0
二
ニ
年
以
来
、
劇
団
「
地
点
」
は
自
分
達
の
劇

場
を
取
得
し
た
。
三
浦
基
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
自
分
の
劇
場
に
つ
い

て
長
い
間
考
え
て
い
た
。
結
果
と
し
て
、
劇
場
ア
ト
リ
エ
「
ア
ン

ダ
ー
ス
ロ
ー
」
が
生
じ
た
。

「
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
」
は
、
和
製
英
語
で
下
手
投
げ
の
意
味
で
あ

る
。
詩
人
・
中
原
中
也
の
『
春
の
日
の
夕
暮
れ
』
に
も
こ
の
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
る
。
地
下
か
ら
劇
場
文
化
を
発
信
す
る
気
概
を
込
め
て

(
2
)
 

命
名
さ
れ
た
。

現
在
、
「
地
点
」
が
位
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
、
完
全
な
劇
場
で
は

な
い
。
劇
場
ア
ト
リ
エ
「
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
」
は
、
住
宅
の
建
物
の

地
下
に
あ
る
。
狭
い
ド
ア
と
カ
ー
テ
ン
に
よ
っ
て
の
み
、
舞
台
と
小

さ
な
ホ
ー
ル
が
分
け
ら
れ
る
。
小
さ
な
ホ
ー
ル
は
舞
台
ま
た
は
観
客

席
に
変
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
舞
台
は
支
柱
の
突
起
が
小
さ
い
矩

形
の
部
屋
で
あ
る
。
観
客
と
舞
台
の
空
間
と
の
距
離
は
、
一
メ
ー
ト

ル
ま
た
は
一
一
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
。
そ
の
空
間
は
劇
場
空
間
よ
り

も
地
下
室
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
居
住
に
は
適
し
て
い
な
い
が
、
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外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
空
間
に
い
る

と
、
外
の
季
節
や
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

＿
ー
一
、
大
空
間
か
ら
小
空
間
へ
（
「
か
も
め
』
）

『
か
も
め
」
の
空
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
上
演
と
と
も
に
変

わ
っ
た
。
二

0
一
五
年
に
は
、
利
賀
芸
術
村
の
屋
外
で
行
わ
れ
た

が
、
舞
台
空
間
は
小
さ
か
っ
た
。
舞
台
は
木
造
建
築
の
形
式
の
中
で

行
わ
れ
た
。
二

0
0
七
年
に
は
、
舞
台
は
劇
場
の
琵
琶
湖
ホ
ー
ル
の

大
空
間
に
設
置
さ
れ
た
三

0
メ
ー
ト
ル
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
設

置
さ
れ
て
い
た
が
、
二

0
一
三
年
に
は
密
閉
空
間
「
ア
ン
ダ
ー
ス

ロ
ー
」
と
な
っ
た
。

三
浦
は
二

0
0
七
年
の
上
演
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。
「
上
演
し
た
の
は
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
の
大
ホ
ー
ル
で
、
も
と
も

と
オ
ペ
ラ
の
上
演
用
に
設
計
さ
れ
た
劇
場
で
あ
る
。
千
を
超
え
る
客

席
数
を
誇
る
、
巨
大
な
空
間
な
の
だ
が
、
私
は
舞
台
上
に
二

0
0席

ほ
ど
の
仮
設
客
席
を
つ
く
り
、
も
と
も
と
の
客
席
を
舞
台
の
背
景
と

し
て
利
用
し
た
。
空
っ
ぽ
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
舞
台
か
ら
見
る
と
い

う
構
図
で
あ
る
。
舞
台
装
置
は
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
全
長
三

0
メ
ー

ト
ル
の
桟
橋
を
本
来
の
客
席
の
奥
か
ら
仮
設
客
席
に
向
か
っ
て
伸
ば

し
た
。
劇
場
全
体
を
桟
橋
が
貫
通
す
る
よ
う
な
舞
台
セ
ッ
ト
で
あ

る
。
桟
橋
の
真
下
に
は
、
無
数
（
二
0
0
個
程
度
だ
が
）
の
パ
イ
プ
椅

子
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
置
か
れ
て
い
る
。
」

舞
台
と
客
席
を
取
替
（
交
換
）
さ
せ
る
こ
と
で
、
三
浦
は
演
劇
の

巨
大
な
空
間
を
小
さ
な
も
の
に
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
舞
台
の
空
間

が
拡
大
す
る
。
演
出
家
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
れ
ば
、
講
堂
の
空
座
席

と
。
フ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
下
に
置
か
れ
た
数
十
の
椅
子
は
、
俳
優
が

存
在
す
る
舞
台
空
間
の
一
部
に
も
な
っ
た
。
こ
の
劇
の
空
間
を
は
っ

き
り
「
制
場
」
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
ト
レ
ー
。
フ
レ
フ
と

い
う
登
場
人
物
が
自
作
の
劇
を
湖
の
ほ
と
り
の
仮
設
舞
台
で
発
表
す

る
と
い
う
設
定
は
、
び
わ
湖
の
湖
岸
に
建
設
さ
れ
た
こ
の
劇
場
に
い

る
と
い
う
こ
と
を
観
客
に
意
識
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
空
席
の
客

席
は
、
ト
レ
ー
。
フ
レ
フ
の
失
敗
の
象
徴
で
あ
る
。
／
…
／
空
席
の
客

席
と
桟
橋
の
下
の
大
量
の
パ
イ
プ
椅
子
は
、
死
ん
だ
劇
場
で
あ
る
。

(4) 

ト
レ
ー
プ
レ
フ
に
は
ふ
さ
わ
し
い
。
」

空
席
の
椅
子
は
死
ん
だ
劇
場
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
三
浦
は
こ
れ

に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
ア
イ
デ
ア
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
よ

う
な
空
間
の
象
徴
的
な
理
解
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
の
「
死
の

演
劇
」
の
理
論
を
参
照
し
て
い
る
。
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
る
と
、
演
劇
は

人
生
の
休
み
場
所
で
は
な
い
。
演
劇
は
人
々
は
そ
れ
に
参
加
し
た

り
、
そ
の
中
の
何
か
を
理
解
し
た
り
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
を
学

(5) 

ん
だ
り
す
る
場
所
な
の
で
あ
る
。
次
に
、
死
ん
だ
空
間
と
活
気
の
あ

る
空
間
と
い
う
ブ
ル
ッ
ク
演
劇
の
考
え
方
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品

で
は
ト
レ
ー
プ
レ
フ
の
イ
メ
ー
ジ
と
調
和
し
て
い
る
。
ブ
ル
ッ
ク
演

劇
の
こ
の
性
格
は
、
観
客
が
考
え
る
必
要
の
あ
る
新
し
い
形
式
の
演
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劇
を
創
造
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
三
浦
は
死
の
劇
場
に
つ
い
て
ト

レ
ー
プ
レ
フ
の
失
敗
を
暗
示
し
て
い
る
。

二
0
一
三
年
の
上
演
で
は
、
三
浦
は
舞
台
と
観
客
を
実
質
的
に
統

一
し
た
。
そ
こ
に
は
大
き
い
三

0
メ
ー
ト
ル
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
な
い
が
、
唯
一
、
長
い
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
が
存
在
し
て
い

る
。
す
べ
て
の
俳
優
が
交
互
に
長
い
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
登
り
、
重
要

な
モ
ノ
ロ
ー
グ
と
レ
プ
リ
カ
を
暗
唱
す
る
。
そ
れ
は
、
舞
台
上
の
舞

台
の
よ
う
な
も
の
だ
。
二

0
0
七
年
の
上
演
で
は
長
い
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
は
存
在
し
な
い
が
、
二

0
一
三
年
の
上
演
で
は
小
さ
な

囲
ま
れ
た
セ
ラ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
世
界
の
境
界
は
よ
り
目
に
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
空
間
の
変
化
は
、
作
品
の
背
後
の
ア
イ
デ
ア
の

変
化
と
関
連
し
て
い
る
。
琵
琶
湖
ホ
ー
ル
の
巨
大
な
空
間
で
は
、
登

場
人
物
／
俳
優
は
大
き
な
野
心
を
持
っ
た
小
さ
な
人
の
よ
う
に
し
か

見
え
な
い
。
彼
女
ら
は
周
囲
の
現
実
を
超
え
て
上
昇
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
主
人
公
た
ち
が
あ
た
か
も
モ
デ
ル
や
俳
優
の
よ
う
に

自
分
の
人
生
と
い
う
演
壇
に
立
ち
、
そ
し
て
つ
ま
づ
い
て
倒
れ
る
の

を
恐
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
時
に
、
二

0
一
三
年
の
「
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
、
家
族
の
夕
食
を
覗
き
込
む
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
上

演
で
は
、
登
場
人
物
（
特
に
ト
レ
ー
プ
レ
フ
）
は
世
界
中
か
ら
認
知
さ

れ
た
い
と
い
う
願
望
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
近
く
に
い
る
人
が

理
解
し
て
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
浦
は
人
間

の
ド
ラ
マ
の
ス
ケ
ー
ル
を
狭
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
ー
ニ
、
小
空
間
か
ら
大
空
間
へ
（
『
＝
一
人
姉
妹
」
）

『
か
も
め
』
を
上
演
す
る
と
き
、
三
浦
は
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
演

出
で
、
俳
優
が
活
動
し
て
い
た
舞
台
空
間
を
小
さ
な
も
の
に
し
た
。

『
三
人
姉
妹
』
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
上
演
で
は
逆
に
、
三
浦
は
登
場

人
物
の
存
在
空
間
（
生
活
空
間
）
を
広
げ
て
い
る
。
二

0
0
1
―
一
年
と

二
0
0
七
年
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
俳
優
た
ち
は
小
さ
な
舞
台

に
入
っ
て
い
る
。
舞
台
の
後
ろ
は
ハ
ン
ガ
ー
に
か
か
っ
た
沢
山
の
服

で
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、
空
間
は
非
常
に
小
さ
く
な
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
舞
台
の
真
ん
中
に
は
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
が
三
つ
あ
り
、
三

人
の
姉
妹
は
上
演
の
全
時
間
を
通
し
て
こ
の
テ
ー
ブ
ル
上
に
座
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
演
出
家
は
登
場
人
物
の
存
在
空
間
を
狭
く
制

限
す
る
。
三
人
の
姉
妹
は
、
こ
の
小
さ
な
空
間
か
ら
脱
出
す
る
こ
と

を
夢
見
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
さ
ら
に
身
動
き
も
出
来
な
い
。
戯
曲

の
登
場
人
物
た
ち
は
、
人
生
で
何
か
変
わ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
三

浦
は
視
覚
的
に
こ
の
象
徴
的
な
無
能
を
発
揮
す
る
。
オ
ル
ガ
、
マ
ー

シ
ャ
、
イ
リ
ー
ナ
の
役
を
演
じ
る
女
優
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

テ
ー
ブ
ル
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

二
0
一
五
年
の
上
演
で
は
、
俳
優
た
ち
は
大
き
な
舞
台
に
入
っ
て

い
る
。
舞
台
空
間
は
巨
大
な
半
透
明
の
ガ
ラ
ス
壁
で
半
分
に
分
割
さ
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れ
た
長
方
形
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
背
後
に
あ
る
こ
の
壁

の
背
後
に
は
、
巨
大
な
鏡
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
す
べ
て
の
こ
と
が
歪

ん
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。
二

0
0
七
年
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は
異

な
り
、
二

0
一
五
年
の
上
演
で
は
舞
台
は
ほ
と
ん
ど
空
で
あ
る
。
こ

の
舞
台
の
空
間
は
主
人
公
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
不
快
な
も
の
と
し

て
作
用
す
る
。
登
場
人
物
た
ち
は
、
自
分
の
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
の
よ
う
に
、
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
止
ま
る
こ
と
な
く
移

動
す
る
。

巨
大
な
ガ
ラ
ス
の
壁
は
、
舞
台
を
二
つ
の
部
分
に
分
割
す
る
。
あ

る
場
面
で
イ
リ
ー
ナ
は
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
フ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
。
俳
優
た
ち
は
抱
き
合
っ
て
床
を
這
い
回
り
、
壁
に
立
つ
。

半
透
明
な
壁
の
た
め
、
ソ
リ
ョ
ー
ヌ
イ
は
こ
の
す
べ
て
の
行
動
を
背

後
で
見
て
い
る
。
ソ
リ
ヨ
ー
ヌ
イ
を
演
じ
る
俳
優
は
、
イ
リ
ー
ナ
が

い
る
壁
の
反
対
側
に
交
差
し
た
い
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

彼
は
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
フ
と
イ
リ
ー
ナ
の
関
係
の
発
展
し
か
観
察
で
き

な
い
。
舞
台
上
の
壁
は
文
字
通
り
干
渉
を
許
さ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
セ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
一
緒
に
演
出
家
は
、
登
場
人
物
が
他
の

登
場
人
物
の
生
活
の
中
で
イ
ベ
ン
ト
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
段

階
ス
ペ
ー
ス
を
作
成
し
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ス
ペ
ー
ス
に
介

入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
決
定
は
、
部
分
的
に
チ
ェ
ー
ホ
フ

劇
の
テ
キ
ス
ト
を
決
定
付
け
た
。
登
場
人
物
た
ち
は
、
家
族
、
友

人
、
さ
ら
に
は
愛
す
る
人
の
問
題
に
干
渉
し
な
い
こ
と
を
好
む
。
ア

ン
ド
レ
イ
は
、
妻
の
不
義
に
気
付
か
な
い
の
で
、
オ
ル
ガ
と
イ
リ
ー

ナ
は
自
分
の
家
か
ら
の
そ
っ
と
ア
ン
ド
レ
イ
が
退
場
し
て
い
く
こ
と

に
注
意
を
払
わ
な
い
。
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
フ
は
ソ
リ
ョ
ー
ヌ
イ
の
虐
待

的
な
発
言
に
応
答
し
な
い
こ
と
を
好
む
。
戯
曲
中
の
す
べ
て
の
登
場

人
物
は
内
部
で
他
の
人
の
問
題
や
世
界
か
ら
仕
切
ら
れ
る
。
こ
の
上

演
で
は
、
半
透
明
の
壁
は
登
場
人
物
の
世
界
を
共
有
し
て
い
る
よ
う

だ
。
俳
優
は
象
徴
壁
の
反
対
側
に
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
登
場

人
物
の
不
統
一
（
分
散
性
）
を
象
徴
す
る
。

一
ー
三
、
上
演
の
空
間
と
し
て
の
イ
ン
テ
リ
ア

三
浦
は
二

0
0
七
年
と
二

0
一
四
年
に
『
桜
の
薗
』
を
二
回
上
演

し
た
。
両
方
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
舞
台
の
空
間
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

二
0
0
七
年
の
最
初
の
製
作
は
ア
ト
リ
エ
『
劇
研
』
で
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
長
さ
―
―
メ
ー
ト
ル

X

幅
七
•
五
メ
ー
ト
ル
の
黒
い
ス

テ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
（
座
席
エ
リ
ア
を
含
む
、
六
0
1
八
0
席
）
で
あ
る
小

さ
な
劇
場
室
で
あ
っ
た
。

こ
の
空
間
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
三
浦
基
に
よ
る
と
「
ア
ト
リ
エ
ド

ラ
マ
の
空
間
に
は
柔
軟
性
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
扱
う
こ
と

が
で
き
、
新
鮮
で
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
表
現
を
作
成
す
る
の
に
適

〈

6
)

し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ア
ト
リ
エ
「
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
」
も
小
さ
く

閉
じ
ら
れ
た
空
間
で
あ
る
。
ア
ト
リ
エ
「
劇
研
」
と
「
ア
ン
ダ
ー
ス
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ロ
ー
」
は
、
装
飾
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
劇
場
が
持
つ
よ
う
な
特
徴

は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
何
も
な
い
空
間
」
は
、
時
間
や
場
所
に
拘

束
さ
れ
な
い
三
浦
の
作
品
の
構
想
を
最
も
明
確
に
表
現
す
る
の
に
役

立
つ
。
外
部
環
境
は
演
出
家
に
と
っ
て
関
心
が
な
い
。
む
し
ろ
、
三

浦
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
登
場
人
物
の
内
な
る
世
界
で
あ
り
、
そ

し
て
そ
の
関
係
と
経
験
に
こ
そ
三
浦
は
典
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。

ど
ち
ら
の
上
演
で
も
、
登
場
人
物
は
閉
じ
た
空
間
に
存
在
す
る
。

二
0
0
七
年
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
外
界
か
ら
の
登
場
人
物
の

小
さ
な
世
界
を
分
離
す
る
か
の
よ
う
に
、
壁
に
沿
っ
た
木
製
の
ボ
ー

ド
に
よ
っ
て
三
面
が
囲
ま
れ
て
い
た
。
ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
、
彼
女
の

家
族
、
ペ
チ
ャ
ー
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
モ
フ
、
さ
ら
に
は
ロ
パ
ー
ヒ
ン
の

生
活
は
こ
の
木
柵
の
境
界
を
超
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
同
じ

限
ら
れ
た
空
間
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場
人
物
は
全
く
違
っ
た
感
じ

を
与
え
る
。
ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
、
ガ
ー
エ
フ
、
ワ
ー
リ
ャ
、
ア
ー

ニ
ャ
は
そ
の
空
間
を
さ
ら
に
狭
め
た
と
思
わ
れ
る
。
四
人
は
木
製
の

窓
枠
の
中
に
着
席
し
、
こ
の
限
ら
れ
た
空
間
内
に
ほ
と
ん
ど
居
続
け

る
。
こ
れ
ら
の
窓
枠
は
、
登
場
人
物
と
そ
の
家
族
の
家
を
象
徴
し
て

い
る
。
し
か
し
、
窓
ガ
ラ
ス
が
な
い
窓
枠
が
ゴ
ミ
の
よ
う
に
積
ま
れ

て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
崩
壊
と
破
壊
の
象
徴
で
あ
る
。
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
不
安
定
な
構
造
に
と
ど
ま
り
、
過
去
に
執
着
し
て
い
る
。
ロ

パ
ー
ヒ
ン
だ
け
が
過
去
の
足
か
せ
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に

現
代
に
追
い
つ
く
た
め
に
努
力
し
て
い
る
。

し
か
し
、
二

0
一
四
年
の
上
演
で
は
、
木
柵
（
横
木
）
は
な
か
っ

た
が
、
登
場
人
物
の
世
界
は
ま
だ
限
ら
れ
て
い
た
。
一
円
玉
が
舞
台

の
周
辺
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
こ
の
コ
イ
ン
が
舞
台
の
追
加
の
境
界
線

を
作
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
コ
イ
ン
は
、
桜
の
園
の
花
弁
の
よ
う
な
も

の
で
、
同
時
に
そ
の
価
値
を
表
し
て
い
る
。
二

0
0
七
年
の
上
演
に

お
け
る
窓
枠
の
束
と
同
様
、
ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
が
手
放
し
た
く
な
い

家
と
過
去
の
象
徴
と
し
て
、
舞
台
の
真
ん
中
に
あ
る
。

二
0
0
七
年
の
上
演
の
特
徴
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
時
代
の
人
物
を
描

写
し
た
写
真
投
影
の
存
在
で
あ
っ
た
。
壁
に
投
影
さ
れ
た
写
真
が
変

化
し
て
い
き
、
列
車
が
緑
色
の
平
原
に
沿
っ
て
移
動
し
て
い
る
様
子

が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
家
族
の
伝
統
、
家
族
に
つ
い
て
の
思
い

出
、
そ
し
て
単
に
子
供
時
代
に
つ
い
て
の
記
憶
を
保
存
し
よ
う
と
す

る
人
々
の
力
が
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
こ
の
穏
や
か
さ
と

自
然
と
の
一
体
性
の
中
に
あ
る
。
二

0
一
四
年
の
『
桜
の
園
」
で

は
、
三
浦
基
は
視
覚
系
を
完
全
に
拒
絶
し
、
よ
り
一
般
化
さ
れ
た
空

間
の
出
現
を
導
く
。
演
出
家
は
写
真
を
一
切
使
用
し
て
い
な
い
。
こ

の
上
演
で
は
、
時
代
や
出
来
事
が
行
わ
れ
た
場
所
の
ヒ
ン
ト
は
な
い
。

『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
」
の
三
つ
の
上
演
は
す
べ
て
同
じ
上
演
の

空
間
を
持
っ
て
い
る
。
二

0
0
七
年
の
最
初
の
上
派
は
ア
ト
リ
エ

「
劇
研
」
で
行
わ
れ
た
。
バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
次
の
二
つ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
は
ア
ト
リ
エ
「
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
」
の
舞
台
で
上
演
さ
れ

た
。
二

0
0
七
年
、
二

0
一
四
年
と
―

1
0
一
八
年
の
『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
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父
さ
ん
」
の
上
演
は
美
術
的
に
は
『
桜
の
園
」
の
上
演
に
近
い
。
上

演
の
空
間
は
一
っ
の
主
要
な
イ
ン
テ
リ
ア
に
限
ら
れ
て
い
る
。
『
桜

の
園
]
に
窓
枠
が
あ
る
よ
う
に
、
『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』
に
も
、

古
い
ピ
ア
ノ
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
古
い
木
製
の
グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ア

ノ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
は
草
が
生
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
桜
の
園
』

の
よ
う
に
、
『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
」
上
演
の
俳
優
の
中
に
は
、
こ

の
小
さ
な
空
間
を
離
れ
な
い
も
の
も
い
る
。
上
演
を
通
し
て
ソ
ー

ニ
ャ
（
安
部
里
子
）
を
演
じ
る
女
優
は
、
ピ
ア
ノ
の
上
に
立
っ
て
い

る
。
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
（
小
河
原
康
二
）
も
ビ
ア
ノ
上
に
座
る
。
逆

に
他
の
登
場
人
物
は
ピ
ア
ノ
の
隣
に
い
る
。
ア
ー
ス
ト
ロ
フ
、
セ
レ

ブ
リ
ャ
ー
コ
フ
、
エ
レ
ー
ナ
は
常
に
ピ
ア
ノ
に
近
く
歩
い
て
い
る

が
、
ピ
ア
ノ
上
に
登
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
で
三
浦
は
登
場

人
物
の
分
離
の
概
念
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
o

[

三
人
姉
妹
』
の
よ

う
に
、
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
す
べ
て
の
登
場
人
物
は
自
分
た

ち
の
世
界
に
住
ん
で
い
る
。
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
と
ソ
ー
ニ
ャ
に

と
っ
て
、
こ
れ
は
旧
式
の
ピ
ア
ノ
で
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
た
領
地
の

限
ら
れ
た
世
界
で
あ
る
。
セ
レ
ブ
リ
ャ
ー
コ
フ
、
エ
レ
ー
ナ
、
ア
ー

ス
ト
ロ
フ
に
と
っ
て
は
、
領
地
の
境
界
を
越
え
た
世
界
で
あ
る
。
上

演
で
は
、
古
い
財
産
は
こ
れ
ら
の
登
場
人
物
の
重
要
な
欲
求
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
長
い
時
問
農
村
生
活
の
小
さ
な
空
間
に

滞
在
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
全
て
の
登
場
人
物
は
小
さ
な

ピ
ア
ノ
に
物
理
的
に
収
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
戯
曲
に
お
け
る
三
浦
の
す
べ
て
の
上
演
の
舞
台

は
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
構
成
主
義
の
概
念
に
似
て
い
る
。
構
成
主

義
の
基
礎
は
、
構
造
物
は
装
飾
の
一
部
で
は
な
く
、
む
し
ろ
演
劇
的

な
作
用
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
舞
台

自
体
の
空
間
を
広
げ
、
そ
こ
に
い
く
つ
か
の
別
々
の
空
間
を
作
成
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
ス
テ
ー
ジ
ア
ク
シ
ョ

ン
に
含
ま
れ
て
お
り
、
舞
台
全
体
の
空
間
構
成
に
直
接
影
響
を
与

(
7
)
 

え
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
全
体
を
通
し
て
継
続
的
に
存
在
す
る
。

ケ
ッ
ネ
ス
・
ピ
ッ
ケ
リ
ン
グ
は
「
典
型
的
な
構
成
主
義
舞
台
は
演

技
に
必
要
な
物
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
骨
格
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

階
段
。
フ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
走
路
等
の
基
本
的
な
も
の
に
限
ら
れ
、

平
ら
な
足
場
で
そ
れ
ら
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
板

や
材
木
は
、
そ
れ
ら
が
使
わ
れ
る
機
能
に
よ
っ
て
の
み
生
か
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
絵
の
中
か
ら
抜
け
出
し
、
骨
格
と
な
り
、

安
全
に
使
用
さ
れ
る
た
め
に
、
同
じ
と
こ
ろ
に
集
ま
ら
れ
た
よ
う

(
8
)
 

な
、
古
い
絵
画
的
な
場
面
を
実
用
的
な
も
の
に
し
て
い
る
」
と
書
い

て
い
る
。

し
か
し
、
三
浦
は
こ
の
コ
ン
セ
。
フ
ト
を
変
え
て
い
る
。
各
上
演
で

は
、
舞
台
空
間
を
拡
張
、
分
割
、
制
限
す
る
舞
台
を
追
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
構
成
主
義
舞
台
の
よ
う
な
事
物
の
構
成
と
は

ら
ず
、
演
劇
の
全
体
の
行
動
は
こ
の
家
具
の
周
り
に
作
ら
れ
て
い

る。
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劇
的
な
上
演
で
は
、
所
作
（
律
動
）
、
俳
優
の
歩
行
、
演
出
（
ミ
ザ

ン
・
セ
ー
ヌ
）
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
所
作
と
構
成
は
上
演
の
感

情
領
域
を
強
め
、
し
ば
し
ば
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
主
な
構
想
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
貢
献
し
、
そ
の
芸
術
的
構
造
の
深
い
本
質
を
明
ら

か
に
す
る
。

二
十
世
紀
に
は
、
演
劇
で
こ
の
動
き
が
特
別
な
地
位
を
占
め
る
。

例
え
ば
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
舞
台
上
の
人
間
の
身
体
表

現
、
所
作
や
姿
勢
、
俳
優
の
動
き
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
ス
タ

ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
と
、
身
体
的
行
動
の
ス
コ
ア
は
完
全
に
単

純
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
が
舞
台
に
上
が
る
た
び
に
、
俳
優

は
そ
の
役
割
を
再
体
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
複
雑
な
行
動

の
仕
組
み
が
俳
優
を
混
乱
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
俳
優
が
自
分
の
中
で
感

二
、
空
間
の
要
素
と
し
て
の
俳
優
体

な
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
空
間
を
拡
大
す
る
構
成
主
義
の
原
則

が
最
も
明
白
に
観
察
さ
れ
る
の
は
、
二

0
0
七
年
の
『
か
も
め
」
と

=
1
0
一
五
年
の
『
三
人
姉
妹
」
の
二
つ
の
公
演
で
あ
る
。
前
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
上
演
で
は
、
三
浦
は
追
加
の
構
造
（
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
壁
）
を
構
築
し
て
い
る
。
残
り
の
作
品
で
は
、
家

具
要
素
（
テ
ー
ブ
ル
、
ピ
ア
ノ
、
窓
枠
）
の
導
入
に
よ
り
、
ス
テ
ー
ジ

上
に
い
く
つ
か
の
別
個
の
ス
ペ
ー
ス
が
作
成
さ
れ
る
。

情
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
よ
り
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

俳
優
は
演
じ
る
の
が
難
し
く
な
り
、
観
客
が
彼
の
上
演
を
ヶ
読
む
ク

こ
と
は
難
し
く
な
る
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
、
人
生
に
お
け
る

行
動
は
論
理
的
で
一
貰
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
動

は
上
演
に
も
残
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
、
思
考
、
感

情
、
努
力
の
行
動
す
べ
て
は
論
理
的
で
一
貰
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

(
9
)
 、。

な
＂三

浦
の
公
演
で
は
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
述
べ
た
よ
う
な
一

連
の
行
動
は
欠
け
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
俳
優

の
行
動
は
非
論
理
的
だ
。
し
か
し
、
三
浦
の
芸
術
的
な
ス
タ
イ
ル

は
、
心
理
的
な
劇
場
に
は
完
全
に
は
帰
属
で
き
な
い
こ
と
に
留
意
す

べ
き
で
あ
る
。
間
違
い
な
く
、
役
割
の
心
理
的
発
達
の
要
素
は
、
演

出
家
の
作
品
に
存
在
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
浦
は
ま
だ

メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
「
ビ
オ
メ
ハ
ニ
カ
」
、
ま
た
は
グ
ロ
ト
フ
ス

キ
ー
「
持
た
ざ
る
演
劇
」
に
近
い
。
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
身
体
と
声
」
は
演
技
の
鍵
と
な
る
基
本
で
あ
る
。
三
浦
は
ク
俳
優

の
身
体
の
美
し
さ
ク
や
姦
ン
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
コ
ン

セ
プ
ト
ク
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
彼
の
上
演
で
表

現
し
て
い
る
。
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
身
体
が
「
目
に
見
え
る
」
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
身
体
を
空
間
的
配
置

と
し
て
捕
ら
え
、
劇
の
背
景
に
あ
る
時
間
や
習
慣
な
ど
の
手
が
か
り

で
視
覚
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
同
時
に
、
「
物
語
」
に
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よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
空
間
に
よ
っ
て
身
体
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
い

(10〉

う
こ
と
で
も
あ
る
。

俳
優
の
身
体
の
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
俳
優
の
身
体
が
演
劇

の
全
体
的
な
構
造
に
も
適
合
す
る
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
構
成
主
義
に

似
て
い
る
。
俳
優
の
身
体
が
舞
台
空
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
（
平
面
）

に
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
空
間
と
意
味
を
追
加
し
て
い
く
。

ニ
ー
一
、
不
動
か
ら
一
定
の
動
き
ま
で
（
『
三
人
の
姉
妹
』
）

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
主
要
素
と
し
て
の
俳
優
の
体
の
概
念
の
体
現

の
最
も
鮮
明
な
例
は
、
『
三
人
姉
妹
」
に
見
ら
れ
る
。
チ
ェ
ー
ホ
フ

に
お
け
る
三
浦
の
上
演
の
う
ち
、
『
三
人
姉
妹
』
の
中
に
は
、
最
も

注
目
を
集
め
て
い
る
（
与
え
ら
れ
て
い
る
）
の
が
あ
る
。
『
三
人
姉
妹
』

の
上
演
の
最
初
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
上
演
の
中
で
俳
優
の
身
体
が

存
在
す
る
た
め
の
二
段
階
の
方
法
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
レ

ベ
ル
は
、
身
体
が
位
置
す
る
空
間
の
一
部
と
し
て
身
体
を
感
知
す
る

こ
と
に
あ
り
、
身
体
は
そ
れ
に
属
す
る
。
三
浦
は
述
べ
て
い
る
。

「
私
は
、
俳
優
の
体
そ
の
も
の
よ
り
も
、
ま
ず
、
そ
の
俳
優
が
居
る

べ
き
『
環
境
』
に
そ
の
身
体
性
を
求
め
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で

あ
る
。
私
が
演
出
し
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
「
三
人
姉
妹
」
は
、
こ
の
考

え
方
に
よ
る
身
体
性
を
追
求
し
た
作
品
と
な
っ
た
。
登
場
人
物
で
あ

る
三
人
の
姉
妹
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
化
粧
台
、
衣
装
箱
、
キ
ッ
チ
ン
ワ

ゴ
ン
に
乗
り
、
劇
の
終
盤
ま
で
そ
れ
ら
の
家
具
か
ら
一
切
離
れ
な

い
。
こ
の
『
環
境
』
は
、
戯
曲
の
内
容
で
あ
る
、
片
田
舎
に
住
む
三

人
が
モ
ス
ク
ワ
ヘ
行
き
た
い
が
行
け
な
い
と
い
う
話
と
う
ま
く
か
み

合
っ
て
は
い
た
が
、
私
の
興
味
は
、
そ
れ
よ
り
も
俳
優
が
座
っ
て
い

る
、
例
え
ば
キ
ッ
チ
ン
ワ
ゴ
ン
の
脚
に
恋
人
が
触
る
と
き
、
俳
優
に

直
接
触
れ
る
表
現
よ
り
も
、
両
者
の
身
体
性
が
露
わ
に
な
る
と
い
う

(11) 

こ
と
に
あ
っ
た
」
。

こ
の
方
法
の
も
う
―
つ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
体
は
肉
体
個
々
の
部
分

に
完
全
性
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
三
浦
の
方

法
は
、
些
細
な
身
体
反
応
を
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
俳
優
の
能
力
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
三
浦
は
長
時
間
瞬
き
を

し
な
い
俳
優
の
能
力
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
の
最

初
の
も
の
が
テ
キ
ス
ト
と
最
も
頻
繁
に
関
連
す
る
の
に
対
し
、
第
二

の
も
の
は
、
演
出
家
の
構
想
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

『
-
―
一
人
姉
妹
」
で
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
お
け
る
身
体
概
念
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
真
逆
で
あ
る
。
二

0
0
八
年
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
全
般
的
に
ほ
と
ん
ど
動
か
な
か
っ
た
。
女
優

た
ち
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
繋
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
家
具
に
座
っ
て
い
た
。
一
方
、
二

0
一
五
年
版
で
は
常
に

登
場
人
物
た
ち
が
動
い
て
い
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
登
場
人
物
が
舞

台
の
裏
側
か
ら
順
番
に
登
場
す
る
場
面
で
始
ま
る
。
そ
の
後
、
彼
ら

は
四
つ
の
壁
面
を
移
動
し
、
彼
ら
は
一
緒
に
這
い
、
蛇
を
模
倣
す
る

よ
う
な
独
特
の
も
つ
れ
合
い
方
で
絡
み
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
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登
場
人
物
が
床
面
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
。
登
場
人
物
の
何
人

か
は
自
ら
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
人
か
の
登
場
人
物
は
立

ち
上
が
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
。
そ
う
い
っ
た
人
達
は
す
で

に
立
っ
て
い
る
人
を
抱
き
締
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
登
場
人
物
は
何
度
も
膝
の
上

に
落
ち
る
。
こ
れ
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
お
け
る
動
き
（
所
作
）

の
一
般
概
念
で
あ
る
。
全
体
の
制
作
を
通
し
て
、
俳
優
た
ち
は
四
人

で
動
い
て
、
這
い
上
り
、
起
き
上
が
り
、
壁
に
寄
り
か
か
っ
て
静
止

し
て
、
再
び
膝
に
沈
む
。
演
出
家
は
、
俳
優
の
身
体
を
使
っ
て
、

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
劇
の
登
場
人
物
が
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

を
暗
示
し
て
い
る
。
確
立
さ
れ
た
世
界
観
を
超
え
て
進
歩
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
彼
ら
は
；
モ
ス
ク
ワ
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

(12) ぃ
ク
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
別
の
人
生
の
た
め
の
彼
ら
の
願

望
に
つ
い
て
話
す
が
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
は
、
彼
ら
を
床
か
ら
引
き

は
が
す
こ
と
は
で
き
ず
、
彼
ら
の
日
常
生
活
の
喧
騒
に
吸
収
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
は
す
べ
て
、
登
場
人
物
の
動
き
を
通
し
て

伝
達
さ
れ
る
が
、
俳
優
、
言
葉
、
手
が
か
り
は
空
間
に
発
音
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
登
場
人
物
は
、
円
の
中
を
連
続
し
て
動
い
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
の
動
き
は
混
沌
の
雰
囲
気
を
作
り
出
す
。

足
場
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
こ
の
混
乱
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。
登
場
人
物
の
動
き
は
、
実
生
活
で
は
意
味
を
な
さ

な
い
。
実
際
に
は
、
す
べ
て
の
動
き
は
、
宇
宙
の
あ
る
場
所
で
別
個

の
体
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
す
限
り
、
出
来
事
を
作
り
出
す

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
す
べ
て
の
体
は
常
に
空
間
と
時
間
の
あ

る
場
所
で
す
で
に
動
い
て
い
る
。
私
た
ち
は
い
つ
で
も
ど
こ
か
、
何

か
の
た
め
に
動
く
の
だ
が
、
こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
登
場
人
物

は
ど
こ
に
も
、
何
の
た
め
に
も
動
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
演
出
家
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
演
劇
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
決

ま
る
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
戯
曲
で
は
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
常
に
彼

ら
の
願
望
と
希
望
を
語
る
が
、
そ
の
言
葉
は
単
な
る
言
葉
の
ま
ま
で

あ
る
。上

演
の
も
う
―
つ
の
概
念
は
、
登
場
人
物
た
ち
は
お
互
い
に
抱
擁

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
こ
の
抱
擁
か
ら
逃
げ
る
こ
と
を
試
み

て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
概
念
が
、
三
角
関
係
で
は
、
ク
ル
ィ
ギ

ン
、
マ
ー
シ
ャ
、
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ニ
ン
の
関
係
に
明
ら
か
に
す
る
。

マ
ー
シ
ャ
は
当
初
、
夫
（
ク
ル
イ
ギ
ン
）
の
腕
と
床
に
這
う
舞
台
に
登

場
す
る
が
、
次
第
に
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ニ
ン
の
腕
の
中
に
登
場
す
る
よ
う

に
な
る
。
上
演
の
終
わ
り
に
は
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ニ
ン
は
マ
ー
シ
ャ
を
抱

き
締
め
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
マ
ー
シ
ャ
は
彼
女
の
結
婚
に

不
満
を
持
ち
、
彼
女
の
夫
の
手
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
彼
女
の
絶
え

間
な
い
欲
望
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
フ
、
イ
リ
ー
ナ
、
ソ
リ
ョ
ー
ヌ
イ
の
関
係
も
同
じ

よ
う
に
表
示
さ
れ
る
。
イ
リ
ー
ナ
は
当
初
、
両
者
か
ら
脱
出
し
よ
う
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と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
る
時
点
で
、
彼
女
は
ト
ゥ
ー
ゼ
ン
バ
フ

の
笛
低
気
（
執
着
）
ク
に
負
け
た
よ
う
で
あ
る
。

上
演
全
体
を
通
し
て
、
こ
の
動
き
方
と
関
係
体
現
方
法
の
構
想
を

明
ら
か
に
す
る
。
す
べ
て
の
登
場
人
物
は
抱
擁
し
、
抵
抗
し
、
あ
る

い
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
再
び
抱
擁
を
試
み
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
行
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
は
絶
対
に

愛
撫
や
優
し
さ
は
な
い
。
登
場
人
物
の
間
の
す
べ
て
の
身
体
的
相
互

作
用
は
む
し
ろ
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
の
レ
ス
リ
ン
グ
（
接
戦
、
奪
い
合

い
）
に
似
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
の
『
戦
い
』
は
、
溺
れ
た
（
沈
む
）

男
が
藁
を
つ
か
む
試
み
に
似
て
い
る
。
助
け
が
必
要
な
人
は
、
自
分

で
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
は
し
な
い
が
、
安
全
で
な
い
と
し
て
も
、

何
か
を
つ
か
む
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行
動
の

助
け
を
借
り
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
誰
か
の
支
持
を
求
め
て
い
る
と
い
う

構
想
を
伝
え
る
。
同
時
に
誰
も
他
の
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
準
備
が
で

き
て
い
な
い
と
い
う
構
想
も
伝
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
登

場
人
物
は
い
つ
も
誰
か
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
同
時
に

彼
ら
に
抱
き
つ
い
て
い
る
人
に
反
発
す
る
。

お
互
い
に
触
れ
、
反
発
し
、
俳
優
た
ち
は
登
場
人
物
の
理
解
す
る

必
要
性
を
表
明
す
る
。
同
時
に
、
登
場
人
物
は
他
の
人
が
一
般
的
な

生
活
の
空
間
を
離
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
こ
と
も
望
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
、
三
人
姉
妹
の
持
つ
会
話
の
中
で
最
も
は
っ
き
り
と
見
ら
れ

る
。
オ
ル
ガ
、
マ
ー
シ
ャ
、
イ
リ
ー
ナ
は
、
彼
ら
の
感
情
と
そ
の
関

係
の
両
方
の
独
特
の
も
つ
れ
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
イ
リ
ー
ナ
が
出

よ
う
と
す
る
と
、
オ
ル
ガ
と
マ
ー
シ
ャ
は
足
と
手
で
彼
女
を
保
持
す

る
。
そ
れ
か
ら
マ
ー
シ
ャ
は
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
、
イ
リ
ー
ナ
と
オ

ル
ガ
は
彼
女
を
逃
が
さ
な
い
。
そ
し
て
彼
ら
は
オ
リ
ガ
に
同
じ
こ
と

を
す
る
。
姉
妹
は
お
互
い
に
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
相
互
接
続
は

壊
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
し
て
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
関
係
は
痛
み
で

満
た
さ
れ
、
暴
力
的
に
見
え
る
。
愛
、
愛
情
、
不
満
、
誤
解
、
疲
労

と
怒
り
は
、
こ
れ
ら
の
俳
優
の
身
体
言
語
を
通
し
て
伝
達
さ
れ
る
感

情
で
あ
る
。

上
演
で
は
、
「
舞
台
に
お
け
る
言
葉
と
は
す
べ
て
外
国
語
の
よ
う

(13〉

な
も
の
と
し
て
扱
う
べ
き
な
の
で
あ
る
」
ま
た
は
運
動
の
自
然
主
義

と
は
さ
ら
に
異
な
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
演
出
家
の
概
念
が
実
現
さ

れ
て
い
る
。
次
の
三
つ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
全
く
違
っ
た
方
法

で
徹
底
的
に
解
決
さ
れ
る
。
し
か
し
、
『
三
人
姉
妹
』
の
上
演
の
よ

う
に
、
俳
優
た
ち
の
動
き
や
身
振
り
や
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
演
劇
に
基
づ

く
他
の
演
劇
で
は
、
言
葉
の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
が
明
ら
か
に
な
り
、
人

物
の
性
格
や
関
係
に
真
の
本
質
が
反
映
さ
れ
る
。

ニ
ー
ニ
、
静
態
と
運
動
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

前
述
の
よ
う
に
、
三
浦
の
演
出
方
法
の
原
理
の
―
つ
は
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
（
登
場
人
物
達
）
が
存
在
す
る
空
間
の
一
部
と
し
て
の
俳
優
の

身
体
の
開
示
で
あ
る
。
次
の
三
つ
の
公
演
（
『
か
も
め
』
、
『
桜
の
圏
』
、
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『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
」
）
は
、
こ
の
原
則
の
実
現
の
鮮
明
な
例
で
あ
る
。

す
べ
て
の
公
演
の
主
な
要
素
は
、
空
間
と
俳
優
の
身
体
で
あ
る
。

「
か
も
め
」
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
二

0
0
七
年
の
制
作
で
は
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
一
定
の
所
定
の
軌
道
上
の
傷
つ
い
た
人
形
と
し
て

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
沿
っ
て
動
く
。
対
照
的
に
、
二

0
一
四
年
の

上
演
で
は
、
登
場
人
物
は
急
い
で
、
上
演
の
空
間
の
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
あ
る
檻
の
中
の
動
物
の
よ
う
な
、
自
分
自
身
の
た
め
の
場

所
を
見
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。
三

0
メ
ー
ト
ル
の
舞
台
に
入
る
と
、

能
舞
台
上
の
演
者
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
俳
優
た
ち
は
ゆ
っ
く
り
と

動
く
。
次
に
、
三
メ
ー
ト
ル
の
机
の
空
間
で
、
俳
優
は
迅
速
か
つ
わ

ず
か
に
入
り
乱
れ
て
前
後
に
移
動
す
る
。
お
そ
ら
く
、
両
方
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
実
際
に
動
か
な
い
の
は
マ
ー
シ
ャ
を
演
じ
て
い
る
河
野
早

紀
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
二

0
0
七
年
の
上
演
で
は
、
女
優
は
飲
み

物
と
人
形
の
小
さ
な
机
の
そ
ば
に
立
っ
て
い
る
。
二

0
一
四
年
の
上

演
で
は
、
彼
女
は
全
体
の
行
動
の
中
で
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
ー
は
あ
る
種
の
目
に
見
え
な
い
力
、
お
そ
ら
く
ト

レ
ー
プ
レ
フ
に
対
す
る
頼
り
な
い
愛
に
よ
っ
て
特
定
の
場
所
に
結
ば

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ト
レ
ー
プ
レ
フ
の
役
割
を
果
た
す
俳
優
は
、
他
の
人
と
は
対
照
的

に
、
最
も
多
様
な
や
り
方
で
動
い
て
い
る
。
二

0
0
七
年
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
彼
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
乗
り
越
え
て
そ

こ
か
ら
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
人
で
あ
っ
た
。
ト
レ
ー
プ
レ

フ
は
女
優
の
息
子
と
し
て
働
く
。
彼
は
自
分
の
人
生
を
遊
び
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
。
絶
え
ず
ピ
ス
ト
ル
を
持
ち
歩
い
て
お
り
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
自
殺
を
図
ろ
う
と
す
る
。
三
浦
自
身
が
説
明
し
て
い
る

よ
う
に
、
ト
レ
ー
プ
レ
フ
の
手
に
ピ
ス
ト
ル
が
常
時
存
在
す
る
こ
と

は
、
自
分
の
死
の
た
め
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
時

間
を
置
い
て
ゲ
ー
ム
で
も
あ
る
。
二

0
0
七
年
の
公
演
で
は
、
小
林

譲
平
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
ア
ン
バ
ン
ド
ル
ヘ
ッ
ド
を
持
つ
観
客
の

前
に
登
場
し
、
劇
の
冒
頭
で
自
殺
し
よ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
を
意

味
。
し
か
し
、
二

0
一
四
年
上
演
で
は
、
ト
レ
ー
プ
レ
フ
の
頭
部
は

す
で
に
最
初
か
ら
包
帯
が
巻
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ピ
ス
ト
ル
で
の

自
殺
行
為
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
演
出
家
は
時
間
間
隔
を
シ
フ
ト
し
、
自
分
の
裁
最
で
編
集
す

る
。
過
去
、
現
在
、
未
来
現
実
す
べ
て
が
混
在
し
て
―
つ
の
上
演
に

統
合
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ー
ナ
（
阿
部
聡
子
）
は
、
サ
モ
ワ
ー
ル
か
ら
観
客
に
お
茶
を
注

ぐ
。
お
茶
を
注
ぐ
時
に
、
彼
女
は
ロ
シ
ア
の
習
慣
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
、

『
か
も
め
』
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
話
す
。
観
客
の
前
に
は
ニ
ー
ナ

の
女
優
も
登
場
人
物
も
い
る
。
こ
の
ブ
レ
ヒ
ト
の
「
異
化
効
果
」

は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
中
に
定
期
的
に
発
生
す
る
。
た
と
え
ば
、
ピ

ス
ト
ル
を
発
砲
す
る
前
に
、
ト
レ
ー
プ
レ
フ
（
小
林
汝
平
）
は
す
べ

て
の
観
客
に
耳
を
覆
う
よ
う
に
頼
む
。
こ
の
よ
う
に
、
演
出
家
は
、

俳
優
が
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
戯
曲
の
中
に
い
る
こ
と
を
観
客
を
通
し
て
示
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し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ト
レ
ー
プ
レ
フ
は
自
分
自
身
を
撃
つ
が
、

観
客
は
上
演
空
間
で
の
こ
の
上
演
に
お
い
て
現
実
に
存
在
す
る
も
の

と
し
て
も
扱
わ
れ
る
。
そ
の
効
果
は
、
観
客
、
俳
優
、
演
劇
の
実
際

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
―
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
同
時
に
ト
レ
ー
プ
レ
フ
の
上
演
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
演
出
家
の
上
演
の
構
想
が
具
体
化
さ
れ

て
い
る
。
す
べ
て
の
参
加
者
は
、
舞
台
上
で
お
き
て
い
る
出
来
事
が

芸
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。
こ
れ
は
不
合
理
で
、
悲
惨
で
、

皮
肉
で
、
破
壊
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。

『
桜
の
園
』
は
『
か
も
め
』
の
よ
う
に
、
演
劇
の
空
間
は
俳
優
の

身
体
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
俳
優
の
動
き

に
現
れ
る
。
空
間
で
の
俳
優
の
位
置
を
ミ
ザ
ン
・
セ
ー
ヌ
の
助
け
を

借
り
て
、
演
出
家
は
舞
台
の
空
間
を
ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
、
ロ
パ
ー
ヒ

ン
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
モ
フ
の
三
つ
の
世
界
に
分
け
る
。
「
登
場
人
物
は

互
い
に
や
り
と
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
世
界
は
交
差
し
て
お
ら
ず
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動
と
シ
ー
ン
の
空
間
内
の
正
確
に
指
定
さ
れ
た

場
所
の
違
い
は
非
常
に
表
現
力
が
あ
る
。
モ
ノ
ロ
グ
の
鎖
は
感
情
の

(
M
)
 

流
れ
で
大
気
を
飽
和
さ
せ
る
。
」

ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
、
ガ
ー
エ
フ
、
ワ
ー
リ
ャ
、
ア
ー
ニ
ャ
の
閉
じ

た
世
界
の
構
想
は
、
俳
優
が
窓
枠
の
束
に
座
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
動
き
の
静
的
な
も
の
に
よ
っ
て
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー

リ
ャ
を
除
い
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
全
体
で
俳
優
た
ち
は
動
か
な

い
。
ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
（
安
部
聡
子
）
は
、
子
供
の
よ
う
に
彼
女
の

足
を
振
り
な
が
ら
窓
枠
に
座
っ
て
い
る
。
彼
女
の
隣
に
は
ガ
ー
エ
フ

（
石
井
大
）
が
立
つ
。
ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
の
反
対
側
で
、
ワ
ー
リ
ャ

（
田
島
由
奈
）
が
縁
の
上
に
座
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
以
上
に
立
っ
て

立
っ
て
い
る
、
ア
ー
ニ
ャ
（
河
野
早
紀
）
が
立
っ
て
い
る
。
こ
の
四

人
の
静
的
な
登
場
人
物
と
ロ
バ
ー
ヒ
ン
（
小
林
洋
平
）
は
対
比
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
演
出
家
は
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
と
静
的
性
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
ロ
パ
ー
ヒ
ン
の
急
速
な
動
き
は
、

ロ
パ
ー
ビ
ン
の
未
来
へ
の
積
極
的
で
決
定
さ
れ
た
計
画
を
背
景
に
、

家
族
の
絶
対
的
な
不
活
動
の
印
象
を
強
め
る
。
俳
優
は
走
っ
て
か
ら

踊
り
、
一
円
玉
上
に
落
ち
、
す
ぐ
に
起
き
上
が
り
、
も
う
一
度
ス

テ
ー
ジ
の
反
対
側
に
急
ぐ
。
ロ
パ
ー
ヒ
ン
は
、
過
去
を
拒
絶
す
る
準

備
が
で
き
て
お
り
、
何
が
あ
ろ
う
と
も
自
分
の
目
標
を
達
成
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
活
動
的
な
人
々
を
代
表
し
て
い
る
。
こ
れ
が
彼
が

演
劇
の
他
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
間
に
場
所
を
持
っ
て
い
な
い
理
由
で

あ
る
。
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
初
め
か
ら
、
俳
優
は
正
方
形
の
周
り
を

歩
い
て
い
て
、
た
ま
に
し
か
交
差
し
な
い
。
ロ
パ
ー
ヒ
ン
は
一
度
だ

け
ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
に
近
づ
い
て
、
彼
は
家
族
の
一
員
に
な
り
た

い
、
膝
を
地
に
つ
け
て
ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
の
膝
の
上
に
頭
が
来
る
よ

う
に
、
足
に
鎚
り
付
い
て
、
し
か
し
、
一
瞬
の
う
ち
に
、
一
見
息
苦

し
い
抱
擁
か
ら
逃
れ
る
。
彼
は
ま
だ
ラ
ネ
ー
フ
ス
カ
ヤ
の
世
界
に
い

る
が
、
彼
は
そ
れ
が
彼
に
と
っ
て
は
小
さ
す
ぎ
る
と
感
じ
て
い
る
。

96 



前
述
し
た
よ
う
に
、
「
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
」
の
上
演
も
美
術
的

に
は
『
桜
の
園
』
の
舞
台
に
近
い
。
―
つ
の
主
要
な
家
具
に
限
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
」
に
は
古
い
ビ
ア
ノ
が

あ
る
。
セ
レ
ブ
リ
ャ
ー
コ
フ
、
エ
レ
ー
ナ
、
ア
ー
ス
ト
ロ
フ
は
ピ
ア

ノ
に
よ
っ
て
動
く
が
、
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
と
ソ
ー
ニ
ャ
は
決
し
て

離
れ
な
い
。
三
浦
は
教
授
、
若
い
妻
と
医
者
と
は
違
っ
て
、
ワ
ー

ニ
ャ
伯
父
さ
ん
と
ソ
ー
ニ
ャ
は
明
ら
か
な
行
動
の
自
由
を
持
っ
て
い

な
い
と
い
う
考
え
を
表
し
て
い
る
。

ソ
ー
ニ
ャ
は
、
ほ
と
ん
ど
動
か
ず
に
ピ
ア
ノ
の
上
に
常
に
立
っ
て

い
る
。
彼
女
は
紅
茶
を
用
意
し
た
り
、
何
か
を
提
供
し
た
り
す
る
よ

う
に
、
前
向
き
に
し
か
傾
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
後
、
ソ
ー

ニ
ャ
を
演
じ
る
女
優
は
再
び
反
り
返
る
。
彼
女
は
時
計
人
形
に
似
て

い
る
が
、
同
時
に
、
彼
女
の
す
べ
て
の
姿
勢
や
ゆ
っ
く
り
と
し
た

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
は
、
あ
る
程
度
の
自
重
心
が
見
て
取
れ
る
。
女
優

の
阿
部
聡
子
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
ソ
ー
ニ
ャ
は
前
進
で
き
な
い
と
い

う
。
彼
女
は
前
進
し
た
い
が
、
恐
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
女
の
性
質

で
あ
る
。

教
授
と
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
の
喧
嘩
の
間
、
セ
レ
ブ
リ
ャ
ー
コ
フ

教
授
（
小
林
洋
平
）
の
役
を
演
じ
る
俳
優
は
、
大
き
な
家
具
の
下
に

隠
れ
る
子
供
の
よ
う
に
、
不
愉
快
な
会
話
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
よ

う
に
、
ピ
ア
ノ
の
下
を
這
う
。
妻
の
エ
レ
ー
ナ
は
い
つ
も
ビ
ア
ノ
の

そ
ば
に
立
っ
て
い
て
、
耳
を
彼
女
の
手
で
覆
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら

も
、
自
分
の
人
生
に
疲
れ
た
人
の
「
無
限
の
苦
情
」
を
聞
こ
う
と
し

な
い
。
三
浦
は
、
「
ワ
ー
ニ
ャ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ゴ
ミ
と
し
て
実

行
し
、
さ
ら
に
悪
化
さ
え
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
だ
け
、

そ
の
よ
う
な
軽
蔑
を
通
じ
て
、
あ
な
た
は
ま
ず
―
つ
の
重
要
な
こ

と
、
す
な
わ
ち
『
自
由
な
時
間
』
が
何
か
を
認
識
し
ま
す
。
自
由
時

間
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
す
べ
て
で
す
。
さ
ら
に
、
私
た
ち

が
愛
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
時
間
で
す
。
私
は
、
こ
の
作
品
は
非
常

に
無
駄
な
時
間
の
無
駄
の
後
に
人
間
の
希
望
に
関
す
る
も
の
だ
と
思

汀
」
と
述
べ
て
い
る
。

演
削
の
文
章
で
あ
る
三
浦
の
創
造
的
な
ス
タ
イ
ル
で
は
、
俳
優
の

声
は
、
人
体
と
は
対
照
的
に
、
む
し
ろ
著
者
の
ア
イ
デ
ア
を
表
現

し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性
格
や
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
第
二
の
手
段

で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
―
―
―
浦
は
「
言
葉
は
嘘
を
つ

(16) 
く
」
こ
と
が
で
き
、
真
の
意
味
を
隠
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
い

る
が
、
私
た
ち
の
体
と
動
き
は
う
そ
を
つ
く
こ
と
は
な
い
。
こ
の
考

え
方
は
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
思
想
、
俳
優
が
最
初
に
動
き
始
め
た

と
き
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
創
造
（
出
生
）
を
理
解
す
る
こ
と
に
近
い
。

そ
の
動
き
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
感
情
や
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
だ
け

が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
俳
優
が
動
く
こ
と
で
初
め
て
正
確
に
な
る
動

き
と
戯
曲
に
書
い
て
あ
る
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
感
情
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ
正
し
い
発
声
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
人

物
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
成
す
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
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ド
に
よ
れ
ば
、
俳
優
の
役
割
を
果
た
す
感
情
の
性
質
は
、
登
場
人
物

の
「
経
験
」
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
役
割
の
中
で
、
完
全
な
対
応
の

可
能
な
ゾ
ー
ン
と
発
散
の
ゾ
ー
ン
が
あ
り
、
上
演
の
人
物
と
文
学
的

な
性
格
は
対
照
的
で
あ
る
。
空
間
で
の
身
体
の
位
置
は
、
一
般
的
に

感
情
、
口
頭
で
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
す
べ
て
に
影
響

(17) 

す
る
。
言
葉
は
、
動
き
と
感
情
的
な
行
動
の
結
果
で
あ
る
。

同
時
に
、
三
浦
が
演
技
の
中
で
身
体
の
美
学
に
つ
い
て
語
る
と

き
、
彼
は
ま
ず
「
身
体
を
「
俳
優
の
出
現
」
と
み
な
し
て
い
る
」
と

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
客
の
感
情
を
投
影
す
る
「
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
身
体
は
嘘
を
つ
か
な
い
」

と
は
、
自
分
自
身
か
ら
の
感
情
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
体
」
と
呼
ぶ
の

が
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
私
は
身
体
と
肉
体
の
二
つ
の
方
向
か
ら

(18) 

「
体
」
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
身
体
審
美
の
こ
の
理
解
は
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
お
け
る
俳
優
の
身
体
の
役
割
に
つ
い
て
の
グ
ロ

ト
フ
ス
キ
の
概
念
に
も
近
い
。

グ
ロ
ト
フ
ス
キ
に
よ
る
と
、
主
な
こ
と
は
、
す
べ
て
が
体
か
ら
、

そ
し
て
身
体
か
ら
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
第
一
に
、
周
り
で

起
こ
る
す
べ
て
に
身
体
的
な
反
応
を
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
声
に
反
応

す
る
前
に
体
が
反
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
何
か
を
考
え

(19) 

る
と
き
に
は
体
と
共
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

三
浦
基
の
演
出
方
法
は
、
異
な
る
演
劇
文
化
や
様
々
な
演
出
家
の

ス
タ
イ
ル
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
で
、

演
出
家
の
ス
タ
イ
ル
の
発
展
は
、
鈴
木
忠
志
と
太
田
省
吾
の
演
技
の

影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
三
浦
も
平
田
オ
リ
ザ
と

の
仕
事
、
そ
し
て
モ
ス
ク
ワ
と
パ
リ
ヘ
の
旅
を
思
い
出
す
。
「
演
劇

は
批
判
的
な
も
の
を
提
示
す
る
行
為
で
あ
り
、
あ
な
た
が
思
っ
て
い

た
も
の
と
の
『
距
離
』
を
示
す
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
し

た
。
こ
れ
の
す
べ
て
か
ら
私
に
最
も
影
響
を
与
え
た
の
は
、
ス
テ
ー

ジ
機
器
と
し
て
の
車
椅
子
の
使
用
で
し
た
。
ス
ズ
キ
さ
ん
の
車
椅
子

は
、
太
田
省
吾
さ
ん
が
『
水
の
駅
』
で
使
っ
た
蛇
口
に
相
当
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
俳
優
が
車
椅
子
に
座
っ
て
い
る
と
き
、
上
半
身
と

下
半
身
と
の
間
の
自
動
的
な
分
割
が
作
成
さ
れ
る
。
そ
の
車
椅
子
を

使
っ
て
、
『
話
を
聞
く
体
』
と
『
動
い
て
い
る
体
』
に
視
覚
的
な
表

(20) 

現
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
三
浦
は
鈴
木
忠
志
の
演
劇
と
創
造
的
な
方
法

の
彼
へ
の
影
響
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。
特
に
、
演
出
家
自
身
に
よ

る
と
、
こ
の
影
響
は
二

0
0
七
年
の
「
三
人
姉
妹
』
の
制
作
に
反
映

さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
の
公
演
で
は
、
俳
優
が
い
る
車
椅
子
や
大
き
な

バ
ス
ケ
ッ
ト
が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
『
三
人
姉
妹
」
の
制
作
で

は
、
登
場
人
物
を
小
さ
な
面
に
置
く
。
し
か
し
、
二

0
一
五
年
の
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
す
で
に
、
こ
の
原
則
か
ら
離
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
鈴
木
の
影
響
は
、
不
自
然
な
俳
優
の
動
き
と
い
う
概
念
に

現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー

は
、
一
貫
性
、
単
純
さ
、
お
よ
び
動
き
の
自
然
性
の
原
則
を
主
張
し
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上
演
で
は
、
背
景
は
ま
っ
た
く
使
用
さ
れ
な
い
。
主
な
役
割
は
、

テ
ー
ブ
ル
や
ピ
ア
ノ
な
ど
‘
―
つ
の
主
題
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
。

結
論

て
い
た
。

自
分
の
演
劇
で
鈴
木
忠
志
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
モ
デ
ル
に
し
て
い

る
。
鈴
木
は
、
一

0
0
メ
ー
ト
ル
の
レ
ー
ス
を
走
っ
て
い
る
ア
ス

リ
ー
ト
は
、
や
や
不
自
然
な
動
き
を
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
し
か

し
、
観
客
が
彼
を
見
る
と
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
あ
ら
ゆ
る
動
き
は
完
全

に
自
然
な
よ
う
に
見
え
る
。
長
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
通
し
て
、
彼
ら

は
観
客
に
自
然
な
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
る
こ
と
に
熟
達
し
て

(21) 

い
る
。特

別
に
開
発
さ
れ
た
技
術
で
は
、
鈴
木
忠
志
は
俳
優
の
下
半
身
の

表
現
力
、
歩
く
方
法
、
脚
の
動
き
、
筋
肉
の
働
き
に
特
別
な
注
意
を

払
っ
て
い
る
。
三
浦
は
俳
優
の
足
に
も
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
こ
れ

は
特
に
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
俳
優
た
ち
が
舞
台
の
床
に
惹
か
れ

た
二

ol
八
年
の
『
ワ
ー
ニ
ャ
伯
父
さ
ん
』
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
特

に
顕
著
で
す
。
彼
ら
は
絶
え
間
な
く
倒
れ
て
お
り
、
半
分
に
曲
が
っ

た
足
で
歩
き
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
す
る
。
し
か
し
、
鈴
木
メ
ソ
ッ
ド
の
明

ら
か
な
影
響
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
浦
は
俳
優
の
演
技
で
全
身
の
全

能
性
を
使
用
す
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
は
‘
―
つ
の
大
き
な
物
体
の
周
り
に
集
中
す
る
。
演
出

家
は
行
動
の
象
徴
的
な
場
所
を
舞
台
上
に
創
造
す
る
こ
と
を
達
成
す

る
。
舞
台
上
で
起
こ
る
こ
と
は
、
演
劇
の
テ
キ
ス
ト
に
特
有
の
拘
束

力
を
持
た
な
い
。
演
劇
の
中
の
出
来
事
は
時
間
と
空
間
の
外
で
、
同

時
に
非
常
に
具
体
的
な
時
間
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
空
間
で
行
わ
れ
る
。

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
演
劇
の
登
場
人
物
は
非
常
に
限
ら
れ
た
空
間
に
存
在

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
全
て
原
則
的
に
劇
の
時
空
連
続
が
明

確
で
あ
る
と
し
て
も
、
三
浦
基
の
上
演
で
は
か
な
り
漠
然
と
し
て
い

る
。
上
演
の
登
場
人
物
は
私
た
ち
の
時
代
人
で
あ
る
。

場
所
や
時
間
を
示
す
特
別
な
表
記
が
な
く
、
そ
の
た
め
劇
的
空
間

は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
空
間
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
ド
ラ
マ
の
法
則

に
よ
る
と
、
劇
ア
ク
シ
ョ
ン
は
常
に
二
重
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

一
、
文
学
の
時
間
や
空
間

二
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
時
間
と
場
所

上
演
で
起
こ
る
す
べ
て
の
こ
と
は
、
想
像
と
現
実
の
世
界
で
起
こ

る
。
劇
の
登
場
人
物
は
架
空
の
人
物
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
俳
優
と

い
う
現
実
の
人
が
役
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
浦
は
、
小
劇
場

の
空
間
で
現
実
に
場
面
を
移
す
。
観
客
の
目
の
前
に
い
る
人
々
は
、

国
お
よ
び
時
間
と
特
定
の
社
会
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
。
三
浦
は

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
戯
曲
の
文
章
を
解
体
す
る
。
上
演
が
行
わ
れ
る
と

き
、
テ
キ
ス
ト
の
断
片
は
技
術
的
機
能
を
持
ち
、
反
復
、
独
白
や
対

話
の
予
想
外
の
変
化
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
意
味
的
だ
。
そ
れ
は
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